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 矢田 明子 
 ・NPO法人おっちラボ 代表理事  
 ・幸雲南塾 1期生／幸雲南塾 2代目塾長（2014-15年） 
 ・島根県総合発展計画策定委員 
 ・雲南市立病院企画係保健師 
 ・株式会社 CommunityCare 取締役  
  

 
出雲市出身。2014年島根大学医学部看護学科卒。 
幸雲南塾 1期で地域に飛び出す医療人材によるコミュニティ作りを提案。 
それを元に医療人材を含む町づくり関係者を体系的に育成するプログラムを確立。 
地区振興計画作りや新しい特産品開発販売、中山間地域での訪問看護事業開始に繋
げている。 
（訪問看護ステーション「コミケア」。この「コミケア」のおかげで、１年間で
120名の方々が自宅に帰ることができた。その他、縦割り事業にとらわれない自由
な看護活動を展開するコミュニティナースを育成し、地位包括チームシップの気運
を高めている。今では、そのノウハウを東京に”輸出”して、コミュニティナースを
養成し、京都、島根、奈良への移住を促している。） 
2014年、幸雲南塾生の活動を支援する NPO法人おっちラボを立ち上げ代表理事に
就任。 
幸雲南塾生と共に（株）CommunityCareを創業。取締役を務める。 
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「幸雲南塾」と「おっちラボ」とは？
“Happy-unnan-jyuku” & “Occhi-Lab”
Unnan City, Shimane Prefecture.

　 島根県雲南市の取り組みである
『幸雲南塾』は、地域課題の解決に
つながる仕事や活動に取り組みたい
と思う人を育成する塾、つまり次世
代のまちづくりの担い手を育成する
事業である。
　 幸雲南塾は2011年に始まり
2016年まで計７８名の塾生を育成
し、毎期は１０～２０名の塾生が受
講してきた。受講中は、自分のやり
たいことをマイプランとして掲げ、
実践を繰り返す。塾の企画運営がお
っちラボの主な仕事だ。
　 塾生が塾を卒業すると、個人で
仲間作りができない、活動の中で

の躓きにうまく対処できない場合の
問題解決にも継続的に関わってい
る。
　塾3期目の2013年に卒業生が中心
となって立ち上げた法人で、当事者
によって運営されているのも特徴的
だ。塾４期目2014年にNPO法人格
を取得した。

WS22.  事例から学ぶ多職種連携

Profile　
　矢田 明子
（やた・あきこ）

　NPO法人おっちラボ 代表理事
　幸雲南塾1期生／幸雲南塾2代目塾長
　（株）CommunityCare取締役
　雲南市立病院　企画係　保健師
　島根県総合発展計画策定委員

〜 Case 島根県雲南市のNPO法⼈おっちラボの挑戦 〜
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2013年当時、島根大学医学科の学
生だった女性が幸雲南塾へ入塾し
た。彼女は医学生だった自分自身の
周りで、最初は地域や僻地医療を志
していた学生たちが教育を受けるう
ちに専門医志向に傾き、地域や僻地
医療への道を閉ざしていくのを何度
も目の当たりにしていた。一方で地
域医療人材を求める現場では、一日
も早く担い手がほしいと思ってい
る。この教育現場と地域医療の現場
とのギャップを問題として捉えてい
た。彼女は限られた塾生期間内で、
地域医療に関心のある人と地域とを
出会わせる「きっかけづくり」を発
案し、企画を始めた。
　幸雲南塾の特徴は多様な分野の同
期生がいることであり、あらゆる視
点からプランがブラッシュアップさ
れていく。当時は医療分野のほか観
光・デザイン・農業分野で活躍する
仲間がいた。当初、彼女は雲南市立
病院という、地域で最も大きな病院
への見学ツアーを検討していたが、
観光分野の同期から「つまらない」
と指摘を受けた。以前から県や市が
医療人材確保のために予算を確保
し、見学がしたいという医者にはお
金を出して病院を見学してもらって
いた。しかし、思うように成果が出

ていないのが現状。つまり、世の中
にきっかけが全くない訳ではなく、
病院だけを見せても十分に成果が上
がっていないことが実証されている
ことになる。観光分野を専門とする
塾生方のアドバイスは、同じような
きっかけを用意しても医療人材は地
域へ集まらないのではないか、とい
うものだった。
　彼女は地域医療に関心のある人た
ちが心を掴まれて「またここに来た
い！」と思えるようにならないと人
材の確保に繋がる「きっかけ」には
ならないと考えた。そこで出来上が
ったのが、「私にとっての地域医
療」を考えられる１泊２日のスタデ
ィ・アクティビティコンテンツのツ
アーだった。学びあり、体験あり
の、まさに市民そのものを体験する
医療ツアーである。

うんなん医療見学ツアーの成り立ち
”Unnan Medical tour” 

島根県
雲南市
　うんなんし

平成16年、大東
町・加茂町・木次
町・三刀屋町・吉
田町・掛合町の６
町村が合併し、
「雲南市」が誕生
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ツアーのコンテンツと特徴
Tour of Contents & 
Characteristics

『うんなん医療見学ツア
ー』と名付けられたそのツ
アーには、病院の見学時間
はたった１時間しか盛り込
まれていない。病院見学の
ほかに、病院と連携
している診療所の見
学、医療施策を考え
ている行政との意見
交換、地域で医療福
祉保健に携わる福祉
委員と地域を回るこ
となどが盛り込まれ
ていた。夜は昼間に
回った病院や診療
所、行政、ツアーに関
わった市民全員と、地元の
お母さんの手作り料理を囲
んで交流会を開催。酒を飲
み交わし本音を言い合っ
た。
　 また、市民の暮らしを体
感するための農業体験や、
早朝から龍頭が滝という地
元の名瀑に虹が差すシーン
を観るという内容も盛り込
んだ。市民の暮らしを自分
の眼で見て、体験して、医
療者として様々なことを考
えた。市民目線にたち、こ
のまちに必要な医療とはなん
だろうと考えを交換しあう
と、ツアー参加者の心はどん
どん地域医療の魅力に染まっ
ていった。市民との直かの触
れ合いが、自分たちがここで
何か役に立てないだろうか、
と自然と思わせたのだ。

　ツアーの最後は、自分たち
ができる関わり方やチャレン
ジしたい働き方などの役割に
落とし込む振り返りを行っ
た。こうして、地域医療に関
心のある人達が地域と出会う
「きっかけづくり」を締めく
くる。そんなツアーだった。
　行政は県外医療関係者や市

民に対し平等に情報を投げか
けている。それに対し、この
企画では都市部で地域医療や
コミュニティヘルスケアをキ
ーワードに有志で研修会に参
加している人たちの元へ足を

運び、企画を提案した。それ
によって、地域医療を学びた
い！と思っている人が前向き
に参加するため、移動費や宿
泊料などツアーにかかるお金
は全額参加者の負担で実施で
きた。ツアー企画者にかかる
費用は０円。結果として、き

っかけをつくり、地域の経済
を回し、医療人材を獲得する
というインプットに対して大
きなアウトプットが得られた
企画になった。

　 この時に行政が担っていた
役割はツアー関係者の調整で
ある。まだ地域と関係を築け
ていない塾生が活動しよう
とする時、NPO職員と行政
職員が一緒になってその地
域や関係機関に出かけ、塾
生の活動を理解・応援して
くれるようお願いに回っ
た。雲南市はおっちラボが
運営する幸雲南塾を中心に
人材育成を図ると掲げてい
る。そのため、塾生の活動
は行政が公的にもバックアッ
プしていると説明できた。
　 うんなん医療見学ツアーは
第1回から12名の医療者が参
加し、参加者を対象にしたア
ンケートの結果も満足度の高

いものだった。参加者
が評価していたのはま
さに「住民との接触」
で、医療から町を捉え
るのではなく、市民側
から医療を覗くことで
「私にとっての地域医
療」を考えることがで
きたことだった。ツア

ー内容が体験型のコンテンツ
が含まれていることで単純に
楽しく、全額自己負担にも関
わらず２、３回とリピートす
る参加者もいた程である。観
光分野に長けた仲間と巡り会
えたからこそそ生まれた企画
と成果だと捉えている。
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実際に同ツアー第１回目の参加者12名の
うち3名が雲南市に移住した。１人はのち
に過疎地域での訪問看護ステーション『コ
ミケア』を立ち上げ、１人は『コミケア』
の創業２年目に就職した。もう１人は雲南
市の福祉推進員として、それぞれが雲南市
の地域医療における第一線の担い手として
活躍している。これまでの人材確保の取り
組みでは、医療人材の受け入れ先はまちの
中心となる病院に留まることも多々あっ
た。しかし、このツアーでの成果の１つは
人材確保だけでなく、地域の診療所、医療
施策を検討する行政機関、そして地域その
ものへの所属と、働き方の幅が広がったこ
とである。これにより積みたいキャリアを
見据えて移住することが可能になり、1年
8ヶ月で医師を含めた16人が島根県へ移住
した。移住エリアも広がっており、必ずし
も雲南市へ移住しているわけではない。近
隣自治体へ移住し雲南市との関わりを持つ
方も増えている。
　移住してきた彼等彼女等の中には、島根
で結婚し、家族が
増えていった人達
もいる。現在は幸
雲南塾生たちのロ
ールモデルとして
活躍する日々だ。
　人材確保に加
え、医療職の新し
い働き方を実現し
ていくという成果
を挙げたうんなん
医療見学ツアー
は、口コミとリピ
ーターで広がって
今まで４回開催し
た。

　ツアー参加者の心を動かし、市民・行政・
医療機関が新しいことに対し前向きに取り組
むエネルギーの素になったのは何か？それは
「共感」だった。共感を生む工夫としては、
共通の関心ごとのある人たちを集めたこと。
スタッフや地域のお母さんも、地域医療とい
う言葉になっていなくても、潜在的に健康な
どへの関心を持っている人を巻き込んだ。結
果、交流会は共感の嵐。共通の問題意識や成
長意識がある人同士が関わることで生まれる
共感だ。まずは一歩やってみようよ！これか
らもよろしくね！と安心して思いを露呈でき
る雰囲気作りで場を盛り上げ、イノベーティ
ブなアクションが起きやすくなることを意識
した。
　また、共感を起こすために関係性をフラッ
トにすることも工夫した。とりわけ医療業界
には医師が上でナースが下という文化があ
る。関係性をフラットにするため、お互いを
ニックネームで呼び合うことにした。地域の
人も医者も看護師も薬剤師も、どんなキャリ
アがあろうとニックネームで呼び合うことに
より、関係性をフラットにし、共感しやすい
関係づくりに取り組んだ。さらに、３色をと
もにすることで、家族のように過ごし、関係
性をカジュアルにしていった。そうすること
で、更にお互いへの共感が高まった。

ツアーの成果
”Outcome of the tourtour” 
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市の補助を受けている以上、NPOの企画
に行政がオブザーバーとして参加すること
がよくある。うんなん医療見学ツアーにも
行政職員が同行した。ここでの行政職員の
参加の仕方にも一工夫あるのがこのツアー
の特徴だ。
　行政職員には単にオブザーブという名の
傍観ではなく、一芸参加を依頼した。一芸
参加というのは、例えばお喋りが得意な職
員はバスガイド、全体を俯瞰できホスピタ
リティに溢れる職員は弁当に手紙をつけて
お弁当を配り、カメラが趣味な職員は張り
付きカメラマンをこなすという参加の仕方

だ。一緒にツアーを演出する役割を担っても
らったのだ。結果、行政が参加してもツアー
の雰囲気が濁ることはなく、ユーモアと共感
と当事者意識がツアー参加者に生まれた。行
政職員の成し遂げた大きな成果だ。

巻き込みのポイント
Involve

このツアーの参加者たちのように、若者を
まちづくりに巻き込むとき、美味しいもの
が食べられる・楽しめるアクティビティが
ある、参加者が面白そうなど、遊びにも似
た感覚を得られる要素をどう散りばめてい
くかが鍵だと考えている。社会貢献意識や
課題解決意識だけで参加する町づくりは疲
れてしまうし、遊びばかりだとそのうち虚
しくなるのが現場で若者を見ていて得てい
る実感値だ。成長という名の自信の変化が
伴うからこそ、町づくりに継続的に関わろ

うという気持ちになる。NPOや行政は、若
者が学びあり、遊びありの楽しめる環境づ
くりに挑戦すべきだ。
　　ツアーの視察先に選んだ場所では、そ
の場の担い手たち（当事者）に語りを担当
してもらった。病院なら病院の職員、それ
も若い医師や看護師に担当してもらった。
行政なら行政、地域なら地域の、それぞれ
最前線の担い手であり、ツアー参加者と同
年代の人たちに語ってもらうことで、受け
入れ側の肯定感や当事者性を上げる工夫を

した。これにより、次回は更に前向き
に主体的にツアーの受け入れに関わっ
てくれる若者になった。
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雲南塾の彼女は当時医学生だった。現在は学
年も進み、学問に集中している。ツアーの経
験を胸に、医療の道に邁進中だ。彼女のおか
げで医療機関、NPO、地域でツアーは自主運
営できるようになった。
　４回実施したうんなん医療見学ツアーだ
が、現在は企画日以外も医療関係者が視察に
来るまでになったため、2016年度から一時
中止した。
　参加者がツアーの受け入れ先それぞれで地
域の事情や視察してきた医療機関の情報を伝
え歩いてくれた。そのため、受け入れ先それ
ぞれの思いや現状がツアー参加者が媒介者と
なって広がっていった。これにより、病院と
診療所と地域の顔の見える関係が進み、現在
は在宅で療養する患者に対する医療連携を積
極的に取り組み始めている。

　ツアー２年目からは「暮らし体験実習」と
いう１日日帰りツアーも始まった。1泊2日の
医療ツアー、日帰りの暮らし体験実習に加
え、10日間の泊まり込みで地域医療を知るフ
ィールドワークも整えた。これら参加者は、
年間延べ100人以上になる。
　 その年その年、ツアーの受け入れ先の人の
状況も、地域の医療を取り巻く問題も少しず
つ変わっている。ツアーという手段にとらわ
れず、どんなきっかけを作っていくのが今の
雲南に最適なのか？ということを忘れずにい
たい。事業遂行型（同じことを繰り返す）モ
デルではなく、対応型（毎年最適に更新す
る）モデルであるのも、このツアーの特徴で
ある。

ツアーのその後
Post tour
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